








考案及び結語 

陽性支持反射に関しては,古くから Paine 及び Illingworth の研究等の多くの報告がある。

Paine は,陽性支持反射を乳児型と体重支持型に分け,新生児期からみられる乳児型は生後

3か月で消失し,生後 6か月より体重支持型が出現すると述べ,Illingworth は,乳児型は生

後1.5か月から生後2か月で消失し,生後3か月以後はかなり体重支持が可能となると述べ

ている。私どもの定量的足圧測定では,体重支持は,生後 1か月で既にかなり認められ,それ

以後一時減少し,再び生後 7か月前後に完全な体重支持を示す傾向がみられた。即ち現在ま

での姿勢反射の研究ではその消失,出現について諸家の報告で異なった月齢が述べられて

きたが,今回の私どもの研究により,陽性支持反射及び立位の発達の定量的測定解析が確立

され,これより,生後1か月及び生後7か月前後での体重に対する足圧量測定は,正常な発達

過程で意義あるものと考えられた。また足圧分布に関しては,障害児では月齢を経ても,栂

趾部優先が長く続く場合 1 及び内側優先が続く場合が多くみられ,重要な所見と考えられ

た。これについては,今後症例を重ね,更に検討の予定である。また,陽性支持反射及び立位

時の足圧測定と同時に,両下肢屈筋,伸筋の表面筋電図測定を行い,陽性支持反射,立位,歩

行の発達との関係について更に検討を行う予定である。 


